








 

JRA の原因は不明であり根本的に治療法はなく,したがって全ての治療が対症治療である。

活動期間にはいかに患者の苦痛をやわらげ拘縮,変形などの関節障害を予防するかが治療

の目的である。理学的療法は重要な位置を占めるが入院患者以外は毎日実施することは困

難である。このため家族に実施方法を指導し協力を得て罹患関節を自動,他動的に動かし関

節障害を防止するとともに筋力を保持・増強することを目的とするため小冊子を作成した。 


